
 

 

 

 

 

節分を通して育まれたこと 
 
１月の赤佐っ子だよりで節分の行事に関する紹介をしました。今年もこの行事を通して、

たくさんの関わり、育ちの姿が見られました。そのエピソードを一部紹介したいと思います。

下記の記事は年中組クラスだよりから抜粋したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際につくった被り物を活用し、他の学年を脅かしにいく子供たち。鬼になって楽しんで

ました。教師たちが驚き怖がる姿を期待し、職員室に入ってくることも（笑）。教師のリア

クションが大きいと、お面越しに喜んでくれるんです。被り物やお面１つで、園内は異学年

が入り混り、ものすごく関わり合います。まさに、ドキドキワクワクの展開です。鬼を見て

子供なりに何とかしようと考える姿には、社会を生き抜く力に通じるものが感じられました。 

 

今年もきっと、怖がるお子さんのケアをしてくださったお家の方、たくさんいらっしゃっ

たことでしょう。また、お子さんの体験に共感し、思いを受け止めてくれた方もいらっしゃ

ったことでしょう。子供たちの体験、学びを支えてくれて、ありがとうございました。 

赤佐っ子だより 
令和５年２月 

浜松市立赤佐幼稚園 



自分で考え、行動する状況をつくる 
 
３学期に、好きな場所で昼食を食べてもいい機会（どこで

もランチ）を設けています。すみれ組、たんぽぽ組、ちゅう

りっぷ組、どこで食べてもいい、という条件です。２回目の

時は、預かりの部屋を加えました。また、これから行う３回

目はさらに遊戯室を加え、子供たちがワクワク楽しんでもら

えるように提案を準備しています。 

「懐かしいからここにしよう！」「この前はここで食べたから今度はこっちにしよ

う！」・・・。理由は様々ですが、子供なりの思いがあり、その思いに触れると面白かった

りほっこりしたりします。「どっちにしようかな？」と悩みながら決める子もいましたよ。 

その子なりの思考の過程はありますが、自分で決めて行動したこと、それが結果として楽

しかった体験を味わうことには価値があります。この小さな決断の積み重ねが、生きる力へ

とつながっていくことと思います。 

 

令和 5年度より、教育目標が変わります 
 
昨日「令和５年度 赤佐幼稚園の教育につい

て」を配布しました。予測不能な社会を生き抜い

ていく力が求められている中、幼児期の教育で

育みたいことは何かを改めて考えた結果、一人

一人の有り様、個性を認めつつ、その子の主体性

を尊重し、自分で考える人間を育てることを目

指し、教育目標を「その子らしく、生き生きと遊ぶ赤佐っ子」としました。具体的には、３

つの子供像を掲げています。１つは、自分の力でいろいろなことができるようになる「自立」。

１つは、自分で物事や人との関わり方を考え、判断し、行動できる力を付ける「自律」。１

つは、幼児期のうちから自分とは違う人がいることを知り、いろいろな子と集団生活を共に

する中で育ち合える関係を目指す（尊重）です。目標は大きく変わりますが、遊び中心、直

接体験を重視した保育であり、やること自体がこれまでと大きく変わることはありません。

また、入園した直後の子に対し、いきなり自律や尊重を求めるには無理があるように、発達

段階や個に応じた援助にも配慮していきます。 

 

評議委員会を開催しました         浜松市で今、意見を募っています 

教育目標  

「その子らしく、生き生きと遊ぶ 

赤佐っ子」 

目指す子供像 

 ・自分の力で行う子（自立） 

 ・自分で考え行動する子（自律） 

 ・共に育ち合う子（尊重） 

1 月下旬に第２回幼稚園評議委員会を開催

し、令和４年度の園評価・反省を報告すると

共に、園の教育、経営について委員の皆様か

ら御意見をいただきました。 

来年度の経営に活かし、赤佐幼稚園がより

良い教育施設となるよう努めていきます。 

職員室前に「浜松市立幼稚園・保育園の適正

化等に関する方針（案）」についての資料が置

いてあります。すぐにではありませんが、今後

の赤佐幼稚園に大きく関わることで、現在、市

民から意見を募っています。（期間は３月１６

日（木）まで）ご興味のある方は資料をお持ち

いただき、御覧ください。 


